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一

は
じ
め
に

派
遣
市
場
の
低
迷
と
そ
の
背
景

悪
化
か
ら
下
げ
止
ま
り
を
経
て
改
善
へ
。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
以
降
、
内
閣
府
は

｢

景
気
動
向
指
数

(

Ｃ
Ｉ
一
致
指
数

(

�))

は
、
改
善

を
示
し
て
い
る｣

と
の
景
気
判
断
を
採
用
し
、
ほ
ぼ
一
年
間
こ
れ
を
維
持
し
た
。
同
じ
内
閣
府
の

｢

月
例
経
済
報
告｣

(

二
〇
一
〇
年

一
一
月
一
八
日)

は
、｢

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
足
踏
み
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
状
況

小

嶌

典

明

一

は
じ
め
に

派
遣
市
場
の
低
迷
と
そ
の
背
景

二

問
題
の
焦
点

二
六
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務
が
複
合
す
る
複
合
業
務

三

複
合
業
務
を
め
ぐ
る
行
政
と
の
攻
防

１

前
史

派
遣
業
務
の
原
則
自
由
化

(

一
九
九
九
年)

以
前
の
複
合
業
務

二
六
業
務
と

｢

付
随
業
務｣

２

二
六
業
務
の
期
間
制
限
撤
廃

(

二
〇
〇
四
年)

と
複
合
業
務

通
達
が
認
め
た
二
六
業
務
の

｢

付
随
的
な
業
務｣

３

二
六
業
務
の
範
囲
の
実
質
的
拡
大

(

二
〇
〇
六
年)

｢

付
随
的
な
業
務｣

と
は
異
な
る

｢

付
随
業
務｣

の
明
確
化

４

二
六
業
務
の
範
囲
の
実
質
的
縮
小

(
二
〇
一
〇
年)

通
達
か
ら
消
え
た

｢

付
随
業
務｣

、｢

付
随
的
な
業
務｣

四

ま
と
め
に
か
え
て

行
政
に
求
め
ら
れ
る

｢

社
会
の
常
識｣

に
沿
っ
た
行
動

労
働
者
派
遣
と
複
合
業
務
問
題
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に
あ
る｣

と
し
て
い
る

(

�)

も
の
の
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
危
機
的
状
況
を
脱
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
本
来
は
景
気
の
先
行
指
標
と
な
る
べ
き
派
遣
市
場
に
は
、
総
じ
て
立
ち
後
れ
が
目
立
つ
。
た
し
か
に
、
総
務
省
統
計
局
の

｢

労
働
力
調
査

(

詳
細
集
計)｣

に
よ
れ
ば
、｢

労
働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員｣

数
は
、
二
〇
一
〇
年
第
３
四
半
期
に
は
、
前
年
同

期
比
二
万
人
増
の
一
〇
四
万
人
に
ま
で
回
復
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
数
は
一
四
六
万
人
を
記
録
し
た
ピ
ー
ク
時

(

二
〇
〇
七
年
第
４
四

半
期
、
〇
八
年
第
４
四
半
期)

と
比
べ
る
と
な
お
四
二
万
人
も
少
な
く

(

七
一
・
二
％)

、
前
年
同
期
比
で
み
て
も
、
女
性
の
派
遣
社

員
数
が
七
〇
万
人
か
ら
六
六
万
人
へ
と
、
四
万
人
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
人
目
を
引
く

(

図
表
１
を
参
照)

。
役
員
を
除
く
雇
用
者
に

占
め
る
派
遣
社
員
の
割
合
も
、
男
女
計
で
よ
う
や
く
二
・
〇
％
と
、
数
年
前

(

二
〇
〇
四
年
後
半
か
ら
〇
五
年
前
半
頃)

の
レ
ベ
ル
に

依
然
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る

(
図
表
２
を
参
照)

。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
景
気
動
向
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
が
派
遣
市
場
の
特
徴
と
い
え
る

(

図
表
３
を
参
照

(

�))

が
、
わ
が
国
の
場
合
、

そ
う
し
た
景
気
動
向
と
は
無
関
係
に
派
遣
社
員
が
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
最
も
代
表
的
な
派
遣
業
務
で
あ
る
事
務
用
機
器
操
作

の
業
務

(

い
わ
ゆ
る
五
号
業
務)

の
落
ち
込
み
が
際
立
っ
て
い
る

(

図
表
４
を
参
照)

。
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
的
要
因
と
は
異
な
る

人
為
的
な
要
因
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

二
〇
〇
八
年
三
月
に
は
二
五
万
五
三
三
八
人
を
数
え
た
五
号
業
務
の
実
稼
働
者
数
が
、
一
〇
年
九
月
に
は
そ
の
六
割
に
も
満
た
な
い

(

五
四
・
八
％)

一
三
万
九
八
九
九
人
に
ま
で
減
少
す
る
。(
社)
日
本
人
材
派
遣
協
会
の
調
査
か
ら
は
、
そ
う
し
た
異
常
事
態
と
も
い

え
る
現
実
が
明
ら
か
に
な
る

(

図
表
４
を
併
せ
参
照

(

�))

。

派
遣
受
入
れ
期
間
に
制
限
の
な
い
二
六
業
務

(

事
務
用
機
器
操
作)
と
、
受
入
れ
期
間
に
制
限
の
あ
る
自
由
化
業
務

(

一
般
事
務)

と
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
現
実
に
は
不
可
能
に
近
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
は
自
由
化
業
務
で
あ
る
と
し
て
、
期
間
制
限
違
反
を

理
由
に
、
派
遣
先
に
対
し
て
派
遣
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る
よ
う
労
働
局
に
指
導
を
求
め
る
運
動
が
組
織
的
に
展
開
さ
れ
、
こ
う
し
た

論 説
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労働者派遣と複合業務問題

図表１ 派遣社員の推移
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出所) 総務省統計局 ｢労働力調査 (詳細集計)｣ 2001年以前は ｢労働力調査特別調査｣

図表２ 雇用者に占める派遣社員の割合の推移
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図表３ アメリカにおける派遣労働者数の推移
(単位：千人)

年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年平均
2000 2618.9 2623.1 2643.6 2675.9 2649.2 2647.7 2654.2 2639.7 2645.4 2629.6 2637.7 2587.8 2635.6

2001
実 数 2564.0 2527.4 2482.4 2397.6 2379.9 2337.0 2323.7 2296.8 2252.1 2214.9 2157.9 2144.9 2337.7

前年同月比 増減数 �54.9 �95.7 �161.2 �278.3 �269.3 �310.7 �330.5 �342.9 �393.3 �414.7 �479.8 �442.9 �297.9
前年同月比 増減率 97.9 96.4 93.9 89.6 89.8 88.3 87.5 87.0 85.1 84.2 81.8 82.9 88.7

2002
実 数 2148.4 2161.0 2188.7 2212.7 2218.1 2220.9 2202.2 2232.2 2200.3 2196.4 2183.3 2173.9 2193.7

前年同月比 増減数 �415.6 �366.4 �293.7 �184.9 �161.8 �116.1 �121.5 �64.6 �51.8 �18.5 25.4 29.0 �144.0
前年同月比 増減率 83.8 85.5 88.2 92.3 93.2 95.0 94.8 97.2 97.7 99.2 101.2 101.4 93.8

2003
実 数 2191.9 2177.5 2168.2 2140.0 2182.0 2211.5 2262.6 2248.5 2256.3 2266.1 2276.5 2299.6 2224.2

前年同月比 増減数 43.5 16.5 �20.5 �72.7 �36.1 �9.4 60.4 16.3 56.0 69.7 93.2 125.7 30.5
前年同月比 増減率 102.0 100.8 99.1 96.7 98.4 99.6 102.7 100.7 102.5 103.2 104.3 105.8 101.4

2004
実 数 2290.5 2302.6 2314.0 2346.2 2378.5 2376.7 2394.7 2408.8 2418.1 2473.5 2456.0 2445.1 2387.2

前年同月比 増減数 98.6 125.1 145.8 206.2 196.5 165.2 132.1 160.3 161.8 207.4 179.5 145.5 163.0
前年同月比 増減率 104.5 105.7 106.7 109.6 109.0 107.5 105.8 107.1 107.2 109.2 107.9 106.3 107.3

2005
実 数 2458.6 2479.5 2492.0 2506.9 2505.3 2530.6 2550.4 2567.3 2604.0 2612.2 2636.6 2634.0 2549.4

前年同月比 増減数 168.1 176.9 178.0 160.7 126.8 153.9 155.7 158.5 185.9 138.7 180.6 188.9 162.2
前年同月比 増減率 107.3 107.7 107.7 106.8 105.3 106.5 106.5 106.6 107.7 105.6 107.4 107.7 106.8

2006
実 数 2614.8 2628.5 2635.1 2633.6 2655.1 2651.2 2647.8 2659.7 2641.9 2638.0 2638.9 2649.6 2637.4

前年同月比 増減数 156.2 149.0 143.1 126.7 149.8 120.6 97.4 92.4 37.9 25.8 2.3 15.6 88.0
前年同月比 増減率 106.4 106.0 105.7 105.1 106.0 104.8 103.8 103.6 101.5 101.0 100.1 100.6 103.5

2007
実 数 2642.7 2641.3 2642.5 2629.2 2615.7 2606.3 2592.9 2576.4 2538.9 2570.5 2565.5 2557.0 2597.4

前年同月比 増減数 27.9 12.8 7.4 �4.4 �39.4 �44.9 �54.9 �83.3 �103.0 �67.5 �73.4 �92.6 �40.0
前年同月比 増減率 101.1 100.5 100.3 99.8 98.5 98.3 97.9 96.9 96.1 97.4 97.2 96.5 98.5

2008
実 数 2545.7 2515.7 2489.4 2470.8 2439.3 2403.9 2366.7 2315.6 2270.4 2208.3 2116.9 2054.3 2348.4

前年同月比 増減数 �97.0 �125.6 �153.1 �158.4 �176.4 �202.4 �226.2 �260.8 �268.5 �362.2 �448.6 �502.7 �249.0
前年同月比 増減率 96.3 95.2 94.2 94.0 93.3 92.2 91.3 89.9 89.4 85.9 82.5 80.3 90.4

2009
実 数 1982.0 1932.5 1871.2 1805.3 1792.4 1758.1 1749.3 1733.6 1724.4 1766.6 1861.3 1911.0 1827.7

前年同月比 増減数 �563.7 �583.2 �618.2 �665.5 �646.9 �645.8 �617.4 �582.0 �546.0 �441.7 �255.6 �143.3 �520.7
前年同月比 増減率 77.9 76.8 75.2 73.1 73.5 73.1 73.9 74.9 76.0 80.0 87.9 93.0 77.8

2010
実 数 1960.2 1996.1 2028.4 2051.7 2082.1 2100.7 2094.0 2116.5 2140.3 2175.2

前年同月比 増減数 �21.8 63.6 157.2 246.4 289.7 342.6 344.7 382.9 415.9 408.6
前年同月比 増減率 98.9 103.3 108.4 113.6 116.2 119.5 119.7 122.1 124.12 123.13

注) 2010年８月時点における全雇用者数 (非農業：１億3035万2000人) に占める派遣労働者の割合は1.62
％､ 同年 9・10月は暫定値｡

出所) BLS, Employment, Hours, and Earnings from the Current Employment Statistics survey (National),
Temporary help services, all employees.

図表４ ５号業務の実稼動者数・有効求人倍率の推移
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人

５号業務の実稼動者数(左目盛) 有効求人倍率(右目盛)

出所) (社) 日本人材派遣協会 ｢労働者派遣事業統計調査｣､ 厚生労働省 ｢職業安定業務統計｣
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運
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
法
改
正

(

直
接
雇
用
の
み
な
し
規
定
の
創
設
を
柱
と
す
る
派
遣
法
改
正)

ま
で
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る

(

�)

。

こ
れ
だ
け
で
も
、
派
遣
先
の
派
遣
活
用
意
欲
を
削
ぐ
に
は
十
分
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
春
以
降
、
派
遣
先
の
意
欲
を
決
定
的
に

萎
縮
さ
せ
る
動
き
が
顕
在
化
す
る
。
二
六
業
務
の
範
囲
を
実
質
的
に
狭
め
る
こ
と
に
な
っ
た

｢

専
門
二
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン｣

に
始
ま
る
、
一
連
の
行
政
の
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

二

問
題
の
焦
点

二
六
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務
が
複
合
す
る
複
合
業
務

｢

電
子
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
務
用
機
器
の
操
作
の
業
務｣

。
派
遣
法
施
行
令
は
、

こ
れ
が
制
定
を
み
た
一
九
八
六
年

(
同
年
七
月
一
日
施
行)

以
来
、｢

事
務
用
機
器
操
作｣

の
業
務
を
こ
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
り
、

そ
の
定
義
が
最
近
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。

ま
た
、
そ
の
定
義
規
定
が
派
遣
法
施
行
令
の
四
条
五
号
に
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
五
号
業
務
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

一
九
九
九
年
の
政
令
改
正

(

同
年
一
二
月
一
日
施
行)
以
降
、
通
達

(

労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領)

に
定
め
る
次
の
よ
う

な
定
義
も
、
今
日
に
至
る
ま
で
一
字
一
句
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

労働者派遣と複合業務問題

(

５)

機
器
操
作
関
係

(

令
第
四
条
第
五
号)

電
子
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
務
用
機
器

(

略)

の
操
作
の
業
務

イ

(

１)

の
ロ
に
掲
げ
る
電
子
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
ッ
ク
ス
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、

テ
レ
タ
イ
プ
等
の
事
務
用
機
器
に
つ
い
て
の
操
作
の
業
務
及
び
そ
の
過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ
る
準
備
及
び
整
理
の
業
務
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さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
に
は
、｢

専
門
二
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン｣

(

同
年
二
月
八
日
通
知)

に
続
い
て
、｢

専
門
二
六
業
務
に

関
す
る
疑
義
応
答
集｣

(

同
年
五
月
二
六
日
通
知
、
二
八
日
公
表)

に
お
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
五
号
業
務
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
な

解
釈
が
示
さ
れ
る

(

な
お
、
①
か
ら
③
の
応
答
部
分
に
つ
い
て
は
、｢

適
正
化
プ
ラ
ン｣

に
も
共
通
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る)

こ
と
に

な
る

(

�)

が
、
ど
こ
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
部
外
者
に
と
っ
て
は
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

論 説

を
い
う
。

ロ

当
該
機
器
は
、
法
第
四
〇
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
の
趣
旨
か
ら
迅
速
か
つ
的
確
な
操
作
に
習
熟
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
、
コ
ピ
ー
、
電
話
機
、
バ
ー
コ
ー
ド
読
取
器
等
迅
速
か
つ
的
確
な
操
作
に

習
熟
を
必
要
と
し
な
い
機
器
は
含
ま
れ
な
い
。

ハ

機
器
の
保
守
管
理
、
中
継
車
の
運
転
等
は
、
当
該
機
器
の
操
作
で
も
な
く
機
器
の
操
作
の

｢

過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ

る
準
備
及
び
整
理｣
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
留
意
す
る
こ
と
。

ニ

電
子
計
算
機
の
操
作
を
行
う
者
が
行
う
処
理
結
果
が
印
字
さ
れ
た
連
続
紙
の
切
離
し
、
仕
分
け
の
業
務
は
、
機
器
の
操
作
の

｢

過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ
る
準
備
及
び
整
理｣

の
業
務
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
当
該
連
続
紙
を
梱
包
し
又
は
発
送
す

る
業
務
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。

(

４)

施
行
令
第
四
条
第
五
号

(

機
器
操
作
関
係)

①
Ｑ

｢

事
務
用
機
器
操
作｣

と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
す
る
の
か
。

Ａ

｢

事
務
用
機
器
操
作｣

と
は
、｢

電
子
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
務
用
機
器
の
操
作｣
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と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
実
情
に
沿
っ
て
解
釈
す
る
と
、｢

オ
フ
ィ
ス
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
用
い
て
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

操
作
に
関
す
る
専
門
的
技
術
を
活
用
し
て
、
入
力
・
集
計
・
グ
ラ
フ
化
等
の
作
業
を
一
体
と
し
て
行
う
も
の｣

と
解
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
迅
速
・
的
確
な
操
作
に
習
熟
を
要
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、

・
文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
用
い
、
文
字
の
入
力
の
み
な
ら
ず
、
編
集
、
加
工
等
を
行
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
考
え
な
が
ら
文
書
を

作
成
す
る
業
務

・
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
、
デ
ー
タ
の
入
力
の
み
な
ら
ず
、
入
力
し
た
数
値
の
演
算
処
理
や
グ
ラ
フ
等
に
加
工
す
る
業
務

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
ソ
フ
ト
を
用
い
、
図
表
・
文
字
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
用

い
る
資
料
を
作
成
す
る
業
務

は
、｢

事
務
用
機
器
操
作｣

に
該
当
す
る
。

②
Ｑ

ど
の
よ
う
な
者
が

｢

事
務
用
機
器
操
作｣
に
従
事
す
る
者
に
該
当
す
る
の
か
。

Ａ

｢

事
務
用
機
器
操
作｣

に
従
事
す
る
者
は
、
オ
フ
ィ
ス
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
操
作
に
適
し
た
専
門
的
な
技
能
・
技
術
を

十
分
に
持
つ
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
学
校
等
に
お
け
る
訓
練
、
一
定
の
実
務
経
験
、
派
遣
元
事
業
主
に
お
い
て
実

施
す
る
研
修
等
に
よ
り
、
専
門
的
な
技
能
・
技
術
を
習
得
し
て
い
る
者
が
行
う
場
合
は
、｢

事
務
用
機
器
操
作｣

に
該
当
す
る

が
、
機
器
の
操
作
を
行
う
者
が
、
経
験
等
が
な
く
機
器
を
初
め
て
操
作
す
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
専
門
的
な
技
能
・
技
術
を
十

分
に
持
つ
者
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、｢

事
務
用
機
器
操
作｣

に
は
該
当
し
な
い
。

③
Ｑ

迅
速
に
数
値
や
文
字
の
入
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
技
術
を
も
っ
た
派
遣
労
働
者
に
よ
り
、
数
値
や
文
字
を

｢

迅
速｣

に
入
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論 説

力
す
る
業
務
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

単
に
迅
速
な
だ
け
や
、
単
純
に
数
値
や
文
字
を
キ
ー
入
力
す
る
だ
け
の
業
務
の
場
合
は
、
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。

④
Ｑ

事
務
用
機
器
の
操
作
に
関
連
し
た
高
度
な
水
準
の
資
格
を
有
す
る
派
遣
労
働
者
が
行
う
業
務
で
あ
れ
ば
、
第
五
号
業
務
に
該

当
す
る
の
か
。

Ａ

派
遣
労
働
者
の
資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
内
容
が
専
門
的
で
、
迅
速
・
的
確
な
操
作
に
習
熟
を
要
す
る
も
の
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
Ｑ

企
業
が
独
自
に
開
発
し
た
専
用
端
末
機
器
、
デ
ー
タ
入
力
機
へ
の
入
力
業
務
の
場
合
は
、
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

当
該
入
力
業
務
が
、
単
純
に
文
字
や
数
値
を
キ
ー
入
力
す
る
だ
け
の
業
務
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

⑥
Ｑ

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
用
し
て
建
築
物
の
設
計
を
す
る
業
務
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

建
築
物
の
設
計
そ
の
も
の
を
行
う
業
務
は
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。
た
だ
し
、
建
築
士
が
設
計
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
て
設
計
図
に
仕
上
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
。

⑦
Ｑ

物
の
製
造
、
製
品
の
梱
包
等
の
業
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
り
行
っ
て
い
る
が
、
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
の
業
務

は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

製
造
工
程
の
機
械
や
梱
包
の
た
め
の
機
械
の
操
作
の
業
務
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
務
用
機

器
操
作
に
当
た
ら
ず
、
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。

⑧
Ｑ

事
務
用
機
器
操
作
の
業
務
の
ほ
か
に
、
会
議
室
で
の
会
議
の
準
備
や
後
片
付
け
、
備
品
の
発
注
、
銀
行
で
の
振
込
等
の
業
務
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も
行
う
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
一
般
事
務
は
、
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

い
わ
ゆ
る
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
第
五
号
業
務
に
該
当
し
な
い
。

⑨
Ｑ

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
利
用
し
た
読
取
業
務
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

専
ら
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
利
用
し
て
読
取
る
だ
け
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
操
作
に
習
熟
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、

第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。

⑩
Ｑ

メ
ー
ル
送
受
信
業
務
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

文
字
や
数
値
の
入
力
、
フ
ァ
イ
ル
の
添
付
に
よ
り
メ
ー
ル
作
成
・
送
信
す
る
業
務
や
、
受
信
し
た
メ
ー
ル
の
振
り
分
け
、
転

送
等
の
業
務
は
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。
一
方
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
用
の
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
の
一
斉
送
信
等
、
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
操
作
に
関
す
る
専
門
的
技
術
を
活
用
し
て
行
う
メ
ー
ル
送
受
信
業
務
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
。

⑪
Ｑ

文
書
作
成
ソ
フ
ト
に
よ
り
、
文
字
の
入
力
、
編
集
、
加
工
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
文
書
と
す
べ
き
内
容
を
企

画
検
討
し
、
文
書
作
成
す
る
場
合
は
、
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

文
書
と
す
べ
き
内
容
を
企
画
検
討
し
、
文
書
を
作
成
す
る
業
務
は
、
企
画
業
務
で
あ
り
、
も
は
や
事
務
用
機
器
操
作
の
業
務

と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。

⑫
Ｑ

街
頭
の
意
識
調
査
の
一
連
の
作
業
と
し
て
、
①
意
識
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
企
画
・
検
討
を
行
う
業
務
、
②
街
頭
で
の
意
識

調
査
を
実
施
す
る
業
務
も
併
せ
て
行
っ
た
場
合
、
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

質
問
の
①
の
よ
う
な
企
画
・
検
討
す
る
業
務
や
②
の
よ
う
な
調
査
の
業
務
は
、
事
務
用
機
器
の
操
作
の
過
程
で
一
体
的
に
行

わ
れ
る
準
備
及
び
整
理
の
業
務
で
な
い
こ
と
か
ら
、
事
務
用
機
器
の
操
作
の
業
務
に
併
せ
て
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
場
合
は
、
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微
に
入
り
細
を
穿
つ
。
そ
う
し
た
印
象
は
た
し
か
に
拭
え
な
い
。
た
だ
、
派
遣
法
は
、
四
〇
条
の
二
第
一
項
一
号
に
お
い
て

｢

そ
の

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
就
業
形
態
、
雇
用
形
態
等
の
特
殊
性
に
よ
り
、
特
別
の
雇
用
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
業
務｣

を
除
き
、｢

そ
の
業
務
を
迅
速
か
つ
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
に
専
門
的
な
知
識
、
技
術
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務｣

で
あ
る
こ
と
を
二
六
業
務
の
要
件
と
し
て
定
め
て
お
り
、
右
の

｢

疑
義
応
答
集｣

に
示
さ
れ
た
一
三
項
目
に
わ
た
る
Ｑ
＆
Ａ
も
、
一
見

す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。

し
か
し
、
現
場
は
そ
の
内
容
に
驚
き
、
呆
然
と
し
た
。
な
か
で
も
、｢

単
純
に
数
値
や
文
字
を
キ
ー
入
力
す
る
だ
け
の
業
務
の
場
合

は
、
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い｣

(

③)

と
の

｢
応
答｣

に
は
腰
を
抜
か
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
事
務
用
機
器
操
作
の
典
型
と

さ
え
い
わ
れ
て
き
た
デ
ー
タ
入
力

(
d

ata
e

n
try)

の
業
務
は
、
も
は
や
五
号
業
務
と
し
て
は
認
め
な
い
。
そ
う
宣
告
さ
れ
た
に
等
し

い
か
ら
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
近
年
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
進
歩
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
操
作
に
一
定
程
度
習
熟
す
れ
ば
、
①
に
示
さ
れ
た
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
デ
ー
タ
入
力
の
業
務
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
派
遣
会
社
に

論 説

第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。

⑬
Ｑ

事
務
用
機
器
を
操
作
し
作
成
し
た
書
類
を
梱
包
し
発
送
す
る
業
務
は
第
五
号
業
務
に
該
当
す
る
か
。

Ａ

書
類
の
梱
包
又
は
発
送
の
業
務
は
、
一
般
的
に
は
、
事
務
用
機
器
の
操
作
の
過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ
る
準
備
及
び

整
理
の
業
務
で
は
な
く
、
事
務
用
機
器
の
操
作
の
業
務
に
伴
っ
て
付
随
的
に
行
う
業
務
と
も
判
断
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の

業
務
を
併
せ
て
行
わ
せ
る
場
合
は
第
五
号
業
務
に
は
該
当
し
な
い
。
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と
っ
て
は
、
こ
れ
以
上
に
シ
ョ
ッ
ク
な
解
釈
の
変
更
は
な
か
っ
た
。
こ
う
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

他
方
、
行
政
は
、
こ
う
し
た
二
六
業
務
そ
れ
自
体
の
内
容
に
関
す
る
解
釈
の
変
更
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
六
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務

が
複
合
す
る
複
合
業
務
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
解
釈
を
変
更
す
る
と
い
う
行
動
に
出
る
。
そ
の
結
果
、
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
れ
期
間

に
制
限
を
受
け
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

(

二
六
業
務
と
同
様
の
取
扱
い)

が
認
め
ら
れ
る
業
務
の
範
囲
が
事
実
上
、
か
な
り

狭
く
な
っ
た
。

た
だ
、
複
合
業
務
の
問
題
は
、
規
制
改
革
の
領
域
と
深
く
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
行
政
と
の
攻
防

(

や
り
と
り)

に
関
す
る
あ
る

程
度
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
え
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
攻
防
が
実
際
に
あ
っ
た
の
か
。

以
下
で
は
、
規
制
改
革
の
現
場
で
こ
の
問
題
に
直
接
か
か
わ
っ
た
者
と
し
て
、
そ
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
し
た
い
。

三

複
合
業
務
を
め
ぐ
る
行
政
と
の
攻
防

１

前
史

派
遣
業
務
の
原
則
自
由
化

(
一
九
九
九
年)

以
前
の
複
合
業
務

二
六
業
務
と

｢

付
随
業
務｣

一
九
九
九
年
一
二
月
一
日
の
改
正
派
遣
法
施
行
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
の
派
遣
事
業
は
二
六
の
適
用
対
象
業
務
に
限
定
し
て
こ
れ
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
の
採
用
が
そ
れ
で
あ
り
、
二
六
業
務
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
派
遣
事
業

を
行
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
否
そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
二
六
業
務
に
つ
い
て
は
弾
力
的
な
解
釈
運
用
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
そ
う
し
た
弾
力
的
解
釈
の
一
例
を
示
す
も
の
と
し
て
、
当
時
の
労
働
省
が
編
集
に
関
与
し
た
文
献

(

労
働
大
臣
官
房
審

議
官
吉
免
光
顯
監
修
／
労
働
省
職
業
安
定
局
民
間
需
給
調
整
事
業
室
編

『

よ
く
わ
か
る
労
働
者
派
遣
法
―
一
問
一
答
集
―』

(

日
刊
労

労働者派遣と複合業務問題
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働
通
信
社
、
一
九
九
八
年
二
月)

五
七
頁)

に
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

二
六
業
務
の

｢

処
理
の
過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
準
備
及
び
整
理
の
業
務｣

に
つ
い
て
は
、
二
六
業
務
に
含
め
て
こ

れ
を
扱
う
こ
と
が
事
務
用
機
器
操
作
の
業
務
に
関
連
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
労
働
省

(

当
時)

の
解
説
書

(

労
働
省
職
業

安
定
局
長
征
谷
紀
臣
序
／
労
働
省
職
業
安
定
局
編
著

『

新
・
労
働
者
派
遣
法
の
実
務
解
説』

(

労
務
行
政
研
究
所
、
一
九
九
八
年
二
月)

七
七
頁)

に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、｢

当
該
処
理
と
密
接
不
可
分
か
つ
、
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
業
務｣

に
つ
い
て

論 説

問
21

派
遣
労
働
者
に
主
と
し
て
適
用
対
象
業
務
を
や
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
付
随
的
に
そ
れ
以
外
の
業
務
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

答

１

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
用
対
象
業
務
の
限
定
は
、
一
人
の
労
働
者
が
主
と
し
て
一
定
の
適
用
対
象
業
務
を
実
施
す
れ
ば
、

他
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
っ
た
意
味
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
適
用
対
象
業
務
と
さ
れ
て
い

る
業
務
の
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す

(

略)

。
し
た
が
っ
て
、
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
付
随
的
で

あ
っ
て
も
、
適
用
対
象
業
務
以
外
の
業
務
を
行
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

(

法
第
四
条
第
四
項)

。

２

た
だ
、
適
用
対
象
業
務
の
内
容
自
体
に
つ
い
て
は
、
社
会
通
念
上
、
一
定
の
弾
力
的
な
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
労
働
者
派
遣
法

施
行
令
第
二
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
業
務

(

�)(

略)

の
処
理
の
過
程
に
お
い
て
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
準
備
及
び
整
理
の
業
務
や

当
該
処
理
と
密
接
不
可
分
か
つ
、
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
業
務
は
そ
も
そ
も
解
釈
上
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
範
囲
内
の
業
務
を
派
遣
労
働
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

３

な
お
、
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
締
結
す
る
労
働
者
派
遣
契
約

(

略)

に
反
し
て
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
指
揮

命
令
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
留
意
が
必
要
で
す
。
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も
、
こ
れ
を
同
様
に
扱
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
こ
ろ
に
右
に
み
た
問
答
の
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
後
年
、
二
六
業
務
の

｢
付
随
業
務｣

を
定
義
す
る
際
の
ベ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
二
六
業
務
に
つ
い
て
は
当
時
、
い
わ
ゆ
る
三
年
の
期
間
制
限
な
る
も
の
が
、
派
遣
元
を
対
象
と
し
て
行
政
指
導
の
形
で
実
施

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
規
制
内
容
は
、
現
在
の
通
達
に
相
当
す
る

『

実
務
解
説

(

�)』

の
記
述

(

一
九
一
頁
を
参
照
。
下
記
を
参
照)

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
行
の
派
遣
受
入
れ
期
間
の
制
限
と
は
異
な
り
、
多
く
の
例
外
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
が
後
に
派
遣
先
を
対
象
と
し
た
派
遣
受
入
れ
期
間
の
制
限
緩
和
を
議
論
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
拠
り
所
の
一
つ
と
な
る
。
こ
う

し
た
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

労働者派遣と複合業務問題

労
働
者
派
遣
契
約
の
更
新
は
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
派
遣
先
に
お
け
る
常
用
雇
用
の
機
会
が
不
当
に
狭
め
ら
れ

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
一
般
派
遣
元
事
業
主
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
理
由
な
く
同
一
の
派
遣
労
働
者

(

期
間
の
定
め
な
く
雇
用

さ
れ
て
い
る
者
を
除
き
ま
す
。)

に
つ
い
て
就
業
の
場
所
及
び
従
事
す
る
業
務
が
同
一
の
労
働
者
派
遣
を
継
続
し
て
三
年
を
超
え
て

行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で

｢

合
理
的
な
理
由｣

に
は
、
三
年
を
超
え
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
そ
の
業
務
が
消
滅
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
時
間
が
夜
間
で
あ
る
、
あ
る
い
は
就
業
日
数
が
著
し
く
少
な
い

(

お
お
む
ね
月
間
七

日
未
満)

、
就
業
時
間
が
著
し
く
短
い

(

お
お
む
ね
週
間
一
五
時
間
未
満)

等
当
該
派
遣
先
に
お
け
る
通
常
の
労
働
者
の
勤
務
時
間

帯
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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２

二
六
業
務
の
期
間
制
限
撤
廃

(

二
〇
〇
四
年)

と
複
合
業
務

通
達
が
認
め
た
二
六
業
務
の

｢

付
随
的
な
業
務｣

一
九
九
九
年
の
法
改
正
に
伴
っ
て
、
派
遣
業
務
の
原
則
自
由
化

(

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
化)

は
実
現
し
た
も
の
の
、
自
由
化
業
務
を

対
象
と
し
た
一
年
の
期
間
制
限

(

派
遣
受
入
れ
期
間
の
制
限)

に
つ
い
て
は
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
も
、
そ
の
緩
和
を
求
め
る
声
が

強
か
っ
た

(
�)

。
こ
う
し
た
声
を
背
景
に
、
規
制
改
革
委
員
会
は
、
自
由
化
業
務
に
関
す
る
制
限
期
間
の
緩
和
を
求
め
る
一
方
で

｢

主
た
る

業
務
が
二
六
業
務
で
あ
る
場
合
に
は
、
二
六
業
務
と
同
様
に
取
り
扱
う｣

こ
と
等
を
政
府
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る

｢

規
制
改
革
に
つ
い
て
の
見
解｣

(

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
二
日)

が
そ
れ
で
あ
る

(

�)

。

論 説

(

２
―
３)

労
働
者
派
遣
事
業
に
係
る
規
制
の
見
直
し

イ

派
遣
期
間
の
制
限
緩
和

(

中
略)

…
…
以
下
の
よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
も
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

(

ア)

新
規
対
象
業
務
で
あ
っ
て
も
、
営
業
や
販
売
等
、
専
門
性
の
高
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
旧
適
用
対
象
業
務

(

い
わ
ゆ
る
二

六
業
務)

の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
年
程
度
の
派
遣
を
認
め
る
。

(

イ)

複
合
業
務
に
つ
い
て
も
、
主
た
る
業
務
が
二
六
業
務
の
場
合
、
あ
る
い
は
新
規
対
象
業
務
に
つ
い
て
も
、
月
初
や
月
末
、

土
日
の
み
等
、
派
遣
日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
二
六
業
務
と
同
様
に
取
り
扱
う

(

従
前
、
派
遣
労
働
者
の
就
業
時

間
が
夜
間
で
あ
っ
た
り
、
就
業
日
数
が
著
し
く
少
な
か
っ
た
り

[

お
お
む
ね
月
間
七
日
未
満]

、
就
業
時
間
が
著
し
く
短
い

[

お
お
む
ね
週
に
一
五
時
間
未
満]

等
、
派
遣
先
に
お
け
る
通
常
の
労
働
者
の
勤
務
時
間
帯
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
二
六
業
務
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
三
年
の
期
間
制
限
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。)

。
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こ
の

｢

見
解｣

を
受
け
、
政
府
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
を
み
た

｢

規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画｣

に
お
い
て
、

｢
営
業
や
販
売
等
、
専
門
性
の
高
い
業
務
に
つ
い
て
、
旧
適
用
対
象
業
務

(

い
わ
ゆ
る
二
六
業
務)

の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り

三
年
程
度
の
派
遣
を
認
め
る
こ
と
並
び
に
複
合
業
務
に
つ
い
て
主
た
る
業
務
が
旧
適
用
対
象
業
務
の
場
合
及
び
月
初
や
月
末
、
土
日
の

み
等
、
派
遣
日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
に
旧
適
用
対
象
業
務
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る｣

こ

と
を
明
記
し
、
同
趣
旨
の
閣
議
決
定
が
次
年
度
以
降
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
検
討
結
果
を
収
録
し
た
も
の
が
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
六
日
に
厚
生
労
働
大
臣
に
宛
て
提
出
さ
れ
た
労
働
政
策
審
議
会
の
建

議

｢

職
業
紹
介
事
業
制
度
、
労
働
者
派
遣
事
業
制
度
等
の
改
正
に
つ
い
て｣

で
あ
り
、
同
建
議
は
、
複
合
業
務
の
取
扱
い
に
関
連
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
規
制
改
革
委
員
会
が
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
の
は

｢

主
た
る
業
務
が
二
六
業
務
で
あ
る
場
合｣

に
は
、
二
六
業
務
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
り
、｢

自
由
化
業
務
の
割
合
が
一
割
に
と
ど
ま
る
場
合｣

に
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
仮
に
規
制
改
革
委
員
会
の
提
案
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
検
討
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
ゼ
ロ
か
ら
一
割
へ
。
規
制
改
革
の
現
場
と
し
て
は
、
検
討
結
果
を
ひ
と
ま
ず
は
一
歩
前
進
と
と
ら
え
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る

以
外
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

労働者派遣と複合業務問題

い
わ
ゆ
る
二
六
業
務
と
現
行
の
派
遣
期
間
が
一
年
に
制
限
さ
れ
て
い
る
業
務
と
を
併
せ
て
行
う
労
働
者
派
遣
の
場
合

(

い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣)

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
一
年
の
派
遣
期
間
の
制
限
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い

わ
ゆ
る
二
六
業
務
の
実
施
に
伴
い
付
随
的
に
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
割
合
が
低
い
場
合

(

例
え
ば
一
割)

に
は
、
二
六

業
務
の
遂
行
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
派
遣
期
間
の
制
限
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
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な
お
、
右
の
建
議
を
受
け
て
、
通
達
が
実
際
に
見
直
さ
れ
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
一
年
有
余
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
。
通
達
の
見
直
し

が
二
〇
〇
四
年
三
月
一
日
の
改
正
派
遣
法
の
施
行

(

二
六
業
務
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
同
時
に
行
政
指
導
に
基
づ
く
派
遣
期
間
の
制
限
も

撤
廃
さ
れ
た)

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
複
合
業
務
に
つ
い
て
通
達
が
述
べ
た
部
分
を
新
旧
対
照
表
の
形
で
示
す
と
、

表
１
の
よ
う
に
な
る
。

論 説

表
１

労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領

(

二
〇
〇
四
年
二
月
一
八
日
改
正
、
三
月
一
日
施
行)

新
旧
対
照
表

改

正

前

改

正

後

ハ

イ
の
①
に
該
当
す
る
業
務

(
二
六
業
務

注)

で
あ
っ

て
も
、
イ
の
①
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
以
外
の
業
務

(

派
遣
受
入
期
間
に
制
限
の
あ
る
業
務

注)

を
併
せ
て

行
う
労
働
者
派
遣
の
場
合
は
、
一
年

(

略)
を
超
え
る
期
間

継
続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら
な

い
。

ニ

イ
の
①
に
該
当
す
る
業
務

(

二
六
業
務

注)

で
あ
っ

て
も
、
イ
の
①
か
ら
⑤
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
以
外
の
業
務

(

派
遣
受
入
期
間
に
制
限
の
あ
る
業
務

注)

を
併
せ
て

行
う
労
働
者
派
遣
の
場
合
は
、
派
遣
受
入
期
間
を
超
え
る
期

間
継
続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
は
な
ら

な
い
。

た
だ
し
、
イ
の
①
か
ら
⑤
の
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
が
な

い
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
付
随
的
に
イ
の
①
か
ら
⑤
以
外
の

派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
あ
る
業
務
を
併
せ
て
行
う
場
合
で

あ
っ
て
、
か
つ
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
が
あ
る
業
務
の
割
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３

二
六
業
務
の
範
囲
の
実
質
的
拡
大

(

二
〇
〇
六
年)

｢

付
随
的
な
業
務｣

と
は
異
な
る

｢

付
随
業
務｣

の
明
確
化

時
間
数
に
し
て
自
由
化
業
務
が
一
割
以
下
と
い
う
基
準
は
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
右
に
み
た
通
達
の
改
正
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
、

複
合
業
務
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
そ
の
再
検
討
を
求
め
る
声
が
規
制
改
革
の
現
場
に
は
届
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五

年
度
に
お
け
る
規
制
改
革
要
望
の
一
つ
と
し
て
、(

社)

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
提
出
し
た

｢

労
働
者
派
遣
事
業
に
お
け
る

『

複
合

業
務』

の
受
入
期
間
制
限
の
判
断
基
準
の
見
直
し｣

は
、
そ
の
典
型
と
い
え
る

(
�)

。

具
体
的
な
要
望
の
内
容
は
、｢

い
わ
ゆ
る
複
合
業
務
に
お
い
て
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
を
受
け
な
い
業
務
以
外
の
業
務
の
割
合
が

労働者派遣と複合業務問題

合
が
通
常
の
場
合
の
一
日
当
た
り
又
は
一
週
間
当
た
り
の
就

業
時
間
数
で
一
割
以
下
の
場
合
に
は
、
全
体
と
し
て
派
遣
受

入
期
間
の
制
限
を
受
け
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
っ
て
差
し

支
え
な
い
。

な
お
、
こ
の
場
合
に
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
内
容
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
通
常
の

場
合
の
一
日
当
た
り
又
は
一
週
間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
又

は
そ
の
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(

略)

。

ま
た
、
派
遣
先
は
上
記
の
制
限
を
遵
守
す
る
た
め
就
業
時

間
の
管
理
を
的
確
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
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一
割
以
下
で
あ
る
場
合
に
期
間
制
限
を
受
け
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
と
し
た
現
行
の
基
準
を
、『

主
た
る
業
務
が
派
遣
受
入
期
間

の
制
限
の
な
い
業
務
で
あ
る
場
合
に
、
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る』

よ
う
改

め
る
べ
き
で
あ
る｣

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
経
団
連
は
、
そ
の
要
望
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

論 説

①

専
門
的
二
六
業
務
等
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
に
つ
く
派
遣
労
働
者
と
し
て
、
派
遣
労
働
者
を
受
入
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の

業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
業
務
取
扱
要
領
に
記
さ
れ
る
内
容
以
外
の
作
業
も
現
実
的
に
は
必
要
と
な
り
、
明
記
さ
れ
た
作
業

以
外
は
期
間
制
限
の
な
い
業
務
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
解
釈
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

②

チ
ー
ム
業
務
の
中
で
、
各
派
遣
労
働
者
が
契
約
上
の
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
業
務
取
扱
要
領
に
記
さ
れ
る
内
容

以
外
の
作
業
は
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
に
当
た
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
か
否

か
を
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
く
、
ま
た
困
難
で
あ
る
。

③

例
え
ば
電
話
応
対
時
間
を
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
以
外
の
業
務
と
し
て
一
割
以
下
か
否
か
を
判
断
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

期
間
制
限
の
あ
る
業
務
へ
の
契
約
変
更
を
指
導
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
電
話
応
対
の
業
務
時
間
と
通
話
時
間
が
必
ず
し
も
一

致
す
る
と
は
限
ら
ず
、
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
か
否
か
を
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

④

派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
と
し
て
契
約
し
て
い
る
場
合
に
、
派
遣
期
間
制
限
の
な
い
業
務
以
外
の
業
務
の
割
合
が
一
割
を
超

え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
派
遣
期
間
制
限
の
あ
る
業
務
と
し
て
捉
え
、
派
遣
期
間
制
限
を
超
え
て
派
遣
労
働
者
を
受
入
れ
て
い

る
こ
と
の
み
を
理
由
に
派
遣
労
働
者
の
雇
入
れ
を
指
導
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
派
遣
期
間
制
限
の
抵
触
日
通
知
が
な

い
限
り
、
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
停
止
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤

現
実
的
で
な
い
複
合
業
務
解
釈
基
準
が
、
労
働
者
派
遣
の
活
用
の
阻
害
要
因
に
な
り
、
活
用
す
る
派
遣
先
に
不
安
を
与
え
、
多
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そ
の
い
ず
れ
も
が
要
望
理
由
と
し
て
は
し
ご
く
も
っ
と
も
な
も
の
で
あ
り
、｢

複
合
業
務｣

に
関
す
る
判
断
基
準
を

｢

主
た
る
業
務

が
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
で
あ
る
場
合
に
、
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る｣

よ
う
に
改
め
よ
と
い
う
要
望
内
容
も
正
論
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
要
望
を
踏
ま
え
た
検
討
結
果
が
一
割
基
準
で
あ

る
と
い
わ
れ
れ
ば
、
こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
先
に
み
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
実
現
可
能
性
が
皆
無
に

近
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
代
案
と
し
て
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
が
提
案
し
た
も
の
が
、
二
六
業
務
に
含
ま
れ
る
付
随
業
務
の
明
確
化

で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
か
ら
は
幸
い
に
も
Ｏ
Ｋ
と
の
回
答
を
早
々
に
得
た
。
そ
の
結
果
、
成
案
を
み
た
の
が
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る

｢

規
制
改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
に
関
す
る
第
二
次
答
申｣

(

二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
一
日)

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

労働者派遣と複合業務問題

様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
狭
め
雇
用
の
拡
大
を
阻
害
し
て
い
る
。

ウ

い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣

に
関
す
る
基
準
の
明
確
化

派
遣
労
働
者
が
二
六
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務
が
複
合
す
る
い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣

に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
二
六
業
務
以

外
の
業
務
の
割
合
が
時
間
数
に
し
て
一
割
以
下
で
あ
る
と
き
に
限
り
、
期
間
制
限
を
受
け
な
い
業
務
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
扱
う

こ
と
が
通
達

(

労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領)

で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、｢

複
合
業
務｣

に
関
す
る
基
準
、
つ
ま
り
二
六
業
務
と
二
六
業
務
以
外
の
業
務
と
を
区
別
す
る
た
め
の
基
準
が
依
然

と
し
て
曖
昧
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

例
え
ば
、
朝
礼
や
掃
除
、
後
片
づ
け
、
電
話
応
対
、
書
類
整
理
等
派
遣
労
働
者
が
二
六
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
当
然
に
必
要
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こ
の

｢

答
申｣
を
受
け
、
翌
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
に
は
、
こ
れ
と
内
容
を
同
じ
く
す
る

｢

規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
三
か
年

計
画

(

再
改
定

(

�))｣

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
日
夕
刻
に
は

｢

Ｑ
＆
Ａ

い
わ
ゆ
る

『

複
合
業
務』

に
お
け
る
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
等

に
つ
い
て｣

が
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
現
在
で
は
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
資
料
で
も
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
そ
の
全
文
を
引
用
し
た
い
。

論 説

と
な
る
業
務
に
つ
い
て
の
解
釈
を
明
確
に
し
、
適
切
な
契
約
に
基
づ
く
派
遣
就
業
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
職
場
に
お
け
る
円
滑
な

人
間
関
係
の
形
成
を
図
る
た
め
に
も
必
要
に
な
る
と
の
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、｢

複
合
業
務｣

に
関
し
て
は
、
二
六
業
務
に
含
ま
れ
る
付
随
業
務
等
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
明
確
化

を
早
急
に
図
り
、
こ
れ
を
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。【
平
成
一
七
年
度
中
に
措
置
】

Ｑ
＆
Ａ

い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣
に
お
け
る
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
等
に
つ
い
て

Ｑ
１

労
働
者
派
遣
事
業
に
お
い
て
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

労
働
者
派
遣
事
業
に
お
い
て
、
次
の
業
務
の
労
働
者
派
遣
に
は
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①

労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
一
号
か
ら
第
二
六
号
ま
で
に
規
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

｢

政
令
二
六
業
務｣

(

労
働
者
派
遣
法
第
四
〇
条
の
二
第
一
項
第
一
号)

②

事
業
の
開
始
、
転
換
、
拡
大
、
縮
小
又
は
廃
止
の
た
め
の
業
務
で
あ
っ
て
三
年
以
内
の
完
了
が
予
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

｢

有

期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務｣

(

同
項
第
二
号
イ)

③

そ
の
業
務
が
一
か
月
間
に
行
わ
れ
る
日
数

(

派
遣
先
の
労
働
者
と
派
遣
労
働
者
と
が
従
事
す
る
場
合
は
そ
の
い
ず
れ
か
又
は
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労働者派遣と複合業務問題

両
方
に
よ
り
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
数)

が
、
派
遣
先
の
通
常
の
労
働
者
の
一
か
月
の
所
定
労
働
日
数
の
半
分

以
下
、
か
つ
、
一
〇
日
以
下
の
い
わ
ゆ
る

｢

日
数
限
定
業
務｣

(

同
項
第
二
号
ロ)

④

産
前
産
後
休
業
、
育
児
休
業
又
は
こ
れ
ら
に
先
行
し
若
し
く
は
後
続
す
る
母
性
保
護
若
し
く
は
子
の
養
育
の
た
め
の
休
業
を

す
る
労
働
者
の
業
務

(

同
項
第
三
号)

⑤

介
護
休
業
及
び
こ
れ
に
後
続
す
る
介
護
の
た
め
の
休
業
を
す
る
労
働
者
の
業
務

(

同
項
第
四
号)

Ｑ
２

い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
１

い
わ
ゆ
る

｢

複
合
業
務｣
は
、
政
令
二
六
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務
を
併
せ
て
行
う
場
合
の
業
務
全
体
を
指
す
も
の
で
す
。

２

ま
た
、
複
合
業
務
に
含
ま
れ
る
政
令
二
六
業
務
以
外
の
業
務
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
複
合
業
務
を
全
体
と

し
て
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ

(

Ｑ
３
参
照)

、
こ
の
場
合
の
当
該
複

合
業
務
に
含
ま
れ
る
政
令
二
六
業
務
以
外
の
業
務
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

と
し
ま
す
。

３

さ
ら
に
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
に
お
い
て
条
文
上
明
示
さ
れ
る
政
令
二
六
業
務
と
密
接
不
可
分
な
行
為
又
は
一
体
的

に
行
わ
れ
る
行
為
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
業
務｣

で
あ
り
、
政
令
二
六
業
務
の
一
部
に
含
ま
れ
ま
す
。

４

こ
の
よ
う
に
、｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

と

｢
政
令
二
六
業
務
の
付
随
業
務｣

は
別
の
も
の
で
あ
り
、
派
遣
受
入

期
間
の
制
限
等
に
係
る
取
扱
い
も
異
な
り
ま
す
。(

Ｑ
３
参
照)

Ｑ
３

｢

政
令
二
六
業
務｣

(｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
業
務｣

を
含
む
。)

、｢
政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

、｢

複
合
業
務｣

の
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そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
取
扱
い
は
、
ど
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
か
。

Ａ
１

｢

政
令
二
六
業
務｣

に
つ
い
て
は
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２

｢
政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

は
、
政
令
二
六
業
務
に
伴
っ
て
付
随
的
に
行
う
政
令
二
六
業
務
以
外
の
業
務
で
あ
っ
て
、

そ
の
割
合
が
通
常
の
場
合
の
一
日
当
た
り
又
は
一
週
間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
で
一
割
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
派
遣

受
入
期
間
の
制
限
を
受
け
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３

｢

複
合
業
務｣
は
、
上
記
２
の

｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

を
除
き
、
派
遣
受
入
期
間
に
制
限
の
あ
る
業
務
に
該
当

し
ま
す
。

Ｑ
４

職
場
で
見
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
行
為
は
、
政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務
と
し
て
、
通
常
の
場
合
の
一
日
当
た
り
又
は
一

週
間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
で
一
割
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
も
の
で
す
か
。

…
…

休
憩
、
朝
礼
、
ご
み
捨
て
、
掃
除
、
後
片
付
け
、
用
紙
の
補
給
、
電
話
応
対
、
書
類
整
理

Ａ

職
場
で
の
行
為
が
政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務
に
当
た
る
か
否
か
は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
具
体
的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
ま
す
。

１

拘
束
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

｢

休
憩｣

に
つ
い
て
は
、
業
務
に
は
当
た
ら
ず
、
政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務
に
も
該
当

し
ま
せ
ん
。

２

｢

朝
礼｣

に
つ
い
て
は
、
通
常
は
、
直
接
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
と
派
遣
労
働
者
と
い
っ
た
区
別
な
く
対
象
と
し
て
職
場
横
断

的
、
全
般
的
な
事
項
に
つ
い
て
方
針
の
指
示
等
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
政
令
二
六
業
務
に
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労働者派遣と複合業務問題

従
事
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
政
令
二
六
業
務
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

３
｢

ご
み
捨
て｣

、｢

掃
除｣

、｢

後
片
付
け｣

、｢

用
紙
の
補
給｣

、｢

電
話
応
対｣

、｢

書
類
整
理｣

に
つ
い
て
、
例
示
を
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例

労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
五
号
に
規
定
さ
れ
る
事
務
用
機
器
操
作
の
業
務

(

い
わ
ゆ
る

｢

五
号
業
務｣)

ア

事
務
用
機
器
操
作
及
び
そ
の
準
備
、
整
理
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
行
為
は
、
五
号
業
務
と
一
体
的
に
行

わ
れ
る

｢

五
号
業
務
の
付
随
業
務｣

で
す
。

①

業
務
で
あ
る
機
械
操
作
を
行
う
上
で
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
、
業
務
の
準
備
時
、
終
了
時
に
当
該
業

務
と
一
体
の
も
の
と
し
て
行
う
書
類
整
理
。

②

専
ら
派
遣
労
働
者
自
ら
が
使
用
す
る
机
及
び
そ
の
周
辺
の
後
片
付
け
及
び
掃
除
並
び
に
当
該
机
に
備
え
付
け
ら
れ
た
ご

み
箱
の
ご
み
捨
て
。

③

派
遣
労
働
者
が
行
う
就
業
場
所
の
ご
み
捨
て
、
掃
除
、
後
片
付
け
で
あ
っ
て
、
当
該
就
業
場
所
で
直
接
雇
用
さ
れ
て
い

る
労
働
者
も
含
め
当
番
制
等
に
よ
り
適
切
な
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
。

④

派
遣
労
働
者
自
ら
が
使
用
す
る
プ
リ
ン
タ
へ
の
用
紙
の
補
給
、
紙
詰
ま
り
へ
の
対
応

(

共
用
プ
リ
ン
タ
の
場
合
に
は
、

補
給
等
が
必
要
と
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
プ
リ
ン
タ
を
使
用
し
て
い
た
者
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
す
る
等
共
用
者
間
で
適

切
な
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
み
ま
す
。)

。

⑤

業
務
で
あ
る
機
械
操
作
を
行
う
上
で
不
明
な
情
報
に
つ
い
て
、
派
遣
労
働
者
が
必
要
な
問
合
せ
を
行
い
、
当
該
問
合
せ

に
対
す
る
回
答
を
受
け
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
の
電
話
応
対
。(

こ
れ
以
外
の
電
話
に
も
応
対
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
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場
合
で
も
、
直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
を
含
め
特
定
の
者
に
電
話
応
対
が
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
就
業
場
所
に
在

室
す
る
誰
も
が
電
話
応
対
を
す
る
よ
う
に
取
り
決
め
を
し
た
り
、
当
番
制
を
導
入
す
る
等
適
切
な
分
担
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
⑤
の
電
話
応
対
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
就
業
場
所
を
含
む
派
遣
先
の
事
業
所

の
一
部
に
の
み
代
表
電
話
が
置
か
れ
当
該
就
業
場
所
あ
て
以
外
の
電
話
応
対
が
日
常
的
に
あ
る
場
合
や
、
適
切
に
分
担
さ

れ
た
当
番
制
を
設
け
ず
に
日
中
は
外
出
し
て
い
る
労
働
者
の
電
話
応
対
を
派
遣
労
働
者
が
分
担
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

｢

五
号
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

と
し
て
の
取
扱
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。)

イ

五
号
業
務
に
伴
っ
て
付
随
的
に
行
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
行
為
は
、｢

五
号
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

と
し
て
の
取
扱
い
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①

派
遣
労
働
者
の
就
業
場
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
者
が
業
務
に
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
、
自
他

の
い
ず
れ
が
使
用
す
る
か
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
準
備
時
、
終
了
時
の
書
類
整
理
が
派
遣
労
働
者
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る

場
合
の
準
備
時
等
の
書
類
整
理
。

②

派
遣
労
働
者
の
就
業
場
所
に
お
け
る
ご
み
捨
て
、
掃
除
、
後
片
付
け
が
派
遣
労
働
者
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
場
合
の
ご

み
捨
て
等
。

③

派
遣
労
働
者
の
就
業
場
所
に
お
け
る
プ
リ
ン
タ
へ
の
用
紙
の
補
給
、
紙
詰
ま
り
へ
の
対
応
等
が
派
遣
労
働
者
の
仕
事
と

さ
れ
て
い
る
場
合
の
用
紙
の
補
給
等
。

④

派
遣
労
働
者
の
就
業
場
所
に
お
け
る
電
話
応
対
が
派
遣
労
働
者
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
場
合
の
電
話
応
対
。

４

な
お
、
仮
に
そ
の
従
事
す
る
政
令
二
六
業
務
の
就
業
場
所
以
外
の
就
業
場
所
に
お
い
て
派
遣
労
働
者
が
政
令
二
六
業
務
以
外



(阪大法学) 60 (5 123) 977 [2011.1]

た
し
か
に
、｢
Ｑ
＆
Ａ｣

は
、
答
申
や
こ
れ
に
基
づ
く
閣
議
決
定
の
内
容
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

｢

朝
礼
や
掃
除
、
後
片
づ
け
、
電
話
応
対
、
書
類
整
理
等
派
遣
労
働
者
が
二
六
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
当
然
に
必
要
と
な
る
業
務｣

と
い
う
表
現
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
電
話
応
対
を
含
む
こ
れ
ら
の
周
辺
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
が
当
然
に
二
六
業
務
の

｢

付
随
業
務｣

と
な
る
と
い
う
の
が
、
答
申
や
閣
議
決
定
に
記
さ
れ
た
指
摘
の
趣
旨
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
一
九
九
九
年
の
法
改
正
以
前
は
、
二
六
業
務
の
処
理
と

｢

密
接
不
可
分
か
つ
、
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い

る
業
務｣

と
定
義
さ
れ
て
い
た

｢

付
随
業
務｣

が
、
注
意
し
て
読
む
と

｢

Ｑ
＆
Ａ｣

で
は
、
二
六
業
務
と

｢

密
接
不
可
分
な
行
為
又
は

一
体
的
に
行
わ
れ
る
行
為｣

と
、
そ
の
定
義
が
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
六
業
務
と

｢

密
接
不
可
分
な
行
為｣

と
は
い
え
な
く
て
も
、
二
六
業
務
と

｢

一
体
的
に
行
わ
れ
る
行
為｣

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
二

六
業
務
に
従
事
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。
こ
の
よ
う
に
、
む
し
ろ

｢

付
随
業
務｣

の
範
囲
を
拡
げ
る
方
向
で
定
義
の
変
更
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
解
釈
が
よ
り
弾
力
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
点
か
ら
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
電
話
応
対
に
し
て
も
、
派
遣
労
働
者
に
そ
の
負
担
が
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
番
制
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば

｢

付
随

業
務｣

と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
電
話
応
対
が
派
遣
労
働
者
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も

｢

付
随
的
な
業
務｣

と
な
る
と
い
う

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
時
間
数
が
就
業
時
間
全
体
の
一
割
以
下
の
範
囲
に
収
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
れ
期
間
に
制
限
を

受
け
な
い
業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
明
確
に
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、｢

Ｑ
＆
Ａ｣

は

労働者派遣と複合業務問題

の
業
務
に
従
事
す
る
場
合
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る

｢

複
合
業
務｣

に
お
け
る
政
令
二
六
業
務
以
外
の
業

務
は

｢

政
令
二
六
業
務
の
付
随
的
な
業
務｣

に
は
該
当
せ
ず
、
当
該
複
合
業
務
を
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
期
間
に
制
限
の
な
い

業
務
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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評
価
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、｢

Ｑ
＆
Ａ｣

は
、
複
合
業
務
で
あ
っ
て
も
、
時
間
数
と
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
全
体
が
自
由
化
業
務

(

派
遣
受
入
れ
期
間
に

制
限
の
あ
る
業
務)

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
業
務

(

い
わ
ゆ
る

｢

そ
の
他
業
務｣)

が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
、
二
六
業
務
の
就
業
場
所
以
外
の
就
業
場
所
で
、
派
遣
労
働
者
が
二
六
業
務
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る

場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
も
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
こ
と
も
失
念
し
て
は
な
る
ま
い
。

４

二
六
業
務
の
範
囲
の
実
質
的
縮
小

(

二
〇
一
〇
年)

通
達
か
ら
消
え
た

｢

付
随
業
務｣

、｢

付
随
的
な
業
務｣

弾
力
的
な
行
政
解
釈
か
ら
硬
直
的
な
行
政
解
釈
へ
。
二
〇
一
〇
年
春
以
降
、
複
合
業
務
を
め
ぐ
る
行
政
の
姿
勢
は
こ
の
よ
う
に
一
転

し
て
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
同
年
二
月
八
日
に
通
知
の
あ
っ
た

｢

専
門
二
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン｣

は
複
合
業
務

問
題
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

｢

付
随
的
な
業
務｣

に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
も
の
の
、
そ
こ
に

論 説

３

付
随
的
な
業
務
等
を
行
う
場
合
の
留
意
点

○

｢

事
務
用
機
器
操
作｣

、｢

フ
ァ
イ
リ
ン
グ｣
等

｢
専
門
二
六
業
務｣

を
行
う
場
合
で
も
、

・
付
随
的
に
行
う
業
務
の
割
合
が
通
常
の
場
合
の
一
日
又
は
一
週
間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
で
一
割
を
超
え
て
い
る
ケ
ー
ス

・
全
く
無
関
係
の
業
務
を
少
し
で
も
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
、
全
体
と
し
て

｢

専
門
二
六
業
務｣

で
は
な
い
と
評
価
さ
れ
る
た
め
、
派
遣
可
能
期
間
の
制
限

(

原
則
一
年
最
長
三
年)

の

適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
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い
う

｢

全
く
無
関
係
の
業
務
を
少
し
で
も
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス｣

が
何
を
指
す
の
か
は
一
向
に
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
関
係
者
の
不
安

を
い
た
ず
ら
に
か
き
た
て
る
も
の
、
そ
う
し
た
声
が
当
初
は
大
半
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
、
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
専
門
二
六
業
務
適
正
化
の
た
め
の
集
中
的
な
指
導
監
督
の
期
間
を
経
て
、
同

年
五
月
に
は
そ
の
意
味
も
明
ら
か
に
な
る
。
同
月
二
六
日
に
通
知
さ
れ
、
同
月
二
八
日
に
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

た
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る

｢

専
門
二
六
業
務
に
関
す
る
疑
義
応
答
集｣

が
そ
れ
で
あ
る
。

労働者派遣と複合業務問題

(

１)

付
随
的
な
業
務
の
考
え
方
に
つ
い
て

①
Ｑ

以
下
に
つ
い
て
は
、(

ア)

専
門
二
六
業
務
に
当
た
る
、(

イ)

専
門
二
六
業
務
に
は
当
た
ら
な
い
が
付
随
的
な
業
務
に

当
た
る
、(

ウ)

専
門
二
六
業
務
に
も
付
随
的
な
業
務
に
も
当
た
ら
な
い
、
の
ど
れ
に
判
断
さ
れ
る
か
。

・
専
門
二
六
業
務
に
関
連
し
た
打
合
せ
や
指
示
が
行
わ
れ
る
場
合
の
朝
礼
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
、
準
備
、
整
理
の
過
程
で
一
体
的
に
行
わ
れ
る
場
合
の
派
遣
労
働
者
自
身
の
ご
み
捨
て
、
掃
除
、

後
片
付
け
等

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
、
準
備
、
整
理
の
過
程
で
一
体
的
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
他
の
労
働
者
と
適
切
な
割
合
で
分
担
し

て
い
る
と
き
の
ご
み
捨
て
、
掃
除
、
後
片
付
け

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
に
電
話
応
対
を
要
す
る
場
合
で
、
派
遣
労
働
者
の
通
常
使
用
す
る
電
話
に
偶
然
他
者
あ
て
の
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
の
電
話
の
応
対

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
に
電
話
応
対
を
要
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
他
の
労
働
者
と
適
切
な
割
合
で
分
担
が
な
さ
れ
て
い

る
と
き
の
電
話
の
応
対
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論 説

Ａ

業
務
の
実
態
に
よ
り
個
々
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
、(

ア)

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
Ｑ

以
下
に
つ
い
て
は
、(

ア)

専
門
二
六
業
務
に
当
た
る
、(

イ)

専
門
二
六
業
務
に
は
当
た
ら
な
い
が
付
随
的
な
業
務
に

当
た
る
、(

ウ)

専
門
二
六
業
務
に
も
付
随
的
な
業
務
に
も
当
た
ら
な
い
、
の
ど
れ
に
判
断
さ
れ
る
か
。

・
他
の
派
遣
労
働
者
や
派
遣
先
の
直
接
雇
用
労
働
者
と
適
切
な
割
合
で
分
担
等
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
派
遣
労
働
者
の
業

務
と
さ
れ
て
い
る
場
合
の
ご
み
捨
て
、
掃
除
、
後
片
付
け
、
用
紙
の
補
給
、
書
類
整
理

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
に
電
話
応
対
を
要
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
適
切
な
割
合
で
分
担
が
な
さ
れ
ず
、
派
遣
労
働
者
の

業
務
と
さ
れ
て
い
る
と
き
の
電
話
の
応
対

Ａ

業
務
の
実
態
に
よ
り
個
々
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
、(

イ)

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
付
随

的
な
業
務
と
は
、
派
遣
可
能
期
間
の
制
限
が
な
い
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
付
随
的
に
派
遣
可
能
期
間
の
制
限
の
あ
る
業
務

を
併
せ
て
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
派
遣
可
能
期
間
の
制
限
が
あ
る
業
務
の
割
合
が
通
常
の
場
合
の
一
日
当
た
り
又

は
一
週
間
当
た
り
の
就
業
時
間
数
で
一
割
以
下
の
場
合
に
は
派
遣
可
能
期
間
の
制
限
を
受
け
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。

③
Ｑ

以
下
に
つ
い
て
は
、(

ア)

専
門
二
六
業
務
に
当
た
る
、(

イ)

専
門
二
六
業
務
に
は
当
た
ら
な
い
が
付
随
的
な
業
務
に

当
た
る
、(

ウ)

専
門
二
六
業
務
に
も
付
随
的
な
業
務
に
も
当
た
ら
な
い
、
の
ど
れ
に
判
断
さ
れ
る
か
。

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
付
随
的
に
行
う
も
の
で
は
な
い
業
務

(

例
え
ば
、
第
五
号
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
お

茶
く
み
が
必
要
に
な
る
と
は
通
常
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
仮
に
派
遣
先
が
指
揮
命
令
し
、
派
遣
労
働
者
に
お
茶
く
み
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そ
の
特
徴
を
一
言
で
要
約
す
れ
ば
、｢

付
随
業
務｣

の
み
な
ら
ず

｢
付
随
的
な
業
務｣

に
つ
い
て
も
、
二
六
業
務
の
実
施
に
必
要
で

あ
る
こ
と
を
、｢

疑
義
応
答
集｣

が
新
た
に
要
件
と
し
て
付
加
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
二
六
業
務
の
実
施
に
必
要
と
さ
れ
な
い
業
務
は
、
い
わ
ゆ
る

｢
そ
の
他
業
務｣

と
し
て
、
そ
う
し
た
業
務
に
少
し

労働者派遣と複合業務問題

を
行
わ
せ
た
場
合
等)

・
専
門
二
六
業
務
の
実
施
に
電
話
応
対
を
要
し
な
い
と
き
の
電
話
の
応
対

・
第
五
号
業
務
と
称
し
つ
つ
、
銀
行
等
へ
の
入
金
作
業
、
郵
便
物
の
振
分
け
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
取
り
、
会
議
室
に
お

け
る
会
議
の
準
備
や
後
片
付
け
等
の
い
わ
ゆ
る
一
般
事
務
を
行
っ
て
い
る
場
合

・
第
五
号
業
務
と
称
し
つ
つ
、
営
業
、
販
売
、
勧
誘
、
債
権
督
促
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合

・
第
五
号
業
務
と
称
し
つ
つ
、
従
業
員
か
ら
の
毎
月
の
費
用
徴
収
、
慶
弔
費
の
回
収
等
、
本
来
派
遣
先
の
庶
務
担
当
者
が

行
う
べ
き
業
務
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合

・
派
遣
労
働
者
が
自
発
的
に
専
門
二
六
業
務
と
関
係
な
い
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
派
遣
先
が
そ
れ
を
黙

認
し
て
い
る
場
合

Ａ

業
務
の
実
態
に
よ
り
個
々
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
、(

ウ)

に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
専
門

二
六
業
務
に
含
ま
れ
ず
、
付
随
的
な
業
務
に
も
当
た
ら
な
い
業
務
は
、
専
門
二
六
業
務
に
併
せ
て
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、

就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
派
遣
可
能
期
間
の
制
限
を
受
け
る
。

④

以
下
、
略
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で
も
従
事
し
て
い
れ
ば
、
全
体
と
し
て
派
遣
受
入
れ
期
間
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。｢

二
六
業
務
の
実
施
に
電
話
応
対
を
要

し
な
い
と
き
の
電
話
の
応
対｣

は
、
文
字
ど
お
り
そ
の
典
型
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

他
方
、｢

疑
義
応
答
集｣

に
は
、｢

第
五
号
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
お
茶
く
み
が
必
要
に
な
る
と
は
通
常
は
考
え
ら
れ
な
い｣

と
の
記

述
も
あ
り
、
二
六
業
務
の
実
施
に
伴
い
、
い
か
な
る
業
務
が
必
要
と
な
る
か
の
判
断
が
も
っ
ぱ
ら
行
政
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
、
電
話
応
対
を
含
む
、
派
遣
就
業
場
所
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
周
辺
業
務
が
二
六
業
務
の
実
施
に
は
必
要
で
は
な
い
と
し
て

｢

そ
の

他
業
務｣

に
一
括
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た

(

�)

。

｢

電
話
一
本
と
れ
ば
自
由
化
業
務｣

と
い
っ
た
指
導
が
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

(

�)

を
み
る
と
、
そ
う
し
た
懸
念
は
既
に
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、｢
疑
義
応
答
集｣

の
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

(

な
お
、
こ
れ
と
同
時
に

｢

Ｑ
＆
Ａ｣

は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
削
除)

に
前
後
し
て
、
通
達

(

二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
最
終
改
正)

か
ら

｢

付
随
業
務｣

や

｢

付
随
的
な
業
務｣

に
関
す
る
記
述
が
一
斉
に
消
え
た
、
と
い
う
事
実
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

改
正
前
の
通
達
に
お
い
て
は
、
①
労
働
者
派
遣
契
約
の
記
載
例
、
②
就
業
条
件
等
の
明
示
例
、
③
派
遣
元
管
理
台
帳
の
記
載
例
、
④

派
遣
先
管
理
台
帳
の
記
載
例
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
五
号
業
務
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
採
用
さ
れ
、｢

付
随
業
務｣

や

｢

付
随
的

な
業
務｣

に
関
す
る
記
述
も
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た

(

�)

。
だ
が
、
改
正
後
の
通
達
に
お
い
て
は
、
五
号
業
務
を
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の

(

①

・
④)

も
、｢

付
随
業
務｣

や

｢

付
随
的
な
業
務｣

に
は
一
切
言
及
し
な
く
な
っ
た

(

な
お
、
②
・
③
に
つ
い
て
は
、
自
由
化
業
務
が

例
示
さ
れ
て
い
る)

の
で
あ
る

(

以
上
に
つ
き
、
表
２
を
参
照

(

�))

。

五
号
業
務
で
あ
っ
て
も
、｢

付
随
業
務｣

や

｢

付
随
的
な
業
務｣

を
認
め
る
必
要
な
ど
本
来
は
な
い
。
こ
れ
が
行
政
が
通
達
の
改
正

に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

論 説
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労働者派遣と複合業務問題

表
２

労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領

(

二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
改
正)

新
旧
対
照
表

改

正

前

改

正

後

①

労
働
者
派
遣
契
約
の
記
載
例

１

業
務
内
容

Ａ

日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
業
務
。
作
成
す
べ
き
書

類
は
、
会
計
書
類
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
業
務
に
従
事
す

る
た
め
に
は
、
一
分
間
六
〇
ワ
ー
ド
以
上
を
操
作
で
き
る

程
度
の
能
力
を
必
要
と
す
る
。

な
お
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び

派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
四
条
第
五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。

付
随
業
務
と
し
て
、
帳
票
を
打
ち
出
し
、
営
業
所
の
宛

先
別
に
仕
訳
す
る
業
務
を
行
う
。

付
随
的
な
業
務
と
し
て
、
営
業
所
宛
て
に
当
該
帳
票
の

梱
包
、
発
送
の
業
務
を
行
う
。
ま
た
、
繁
忙
期

(

三
月
後

半)

に
は
、
所
属
部
署
内
の
電
話
応
対
の
業
務
あ
り
。

Ｂ

以
下
、
略

１

業
務
内
容

Ｏ
Ａ
機
器
の
操
作
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
資
料
、

業
績
管
理
資
料
、
会
議
用
資
料
等
の
作
成
業
務
。

(

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第

五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。)
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論 説

２
〜
５

略

６

就
業
時
間

九
時
か
ら
一
八
時
ま
で

Ａ
業
務
の
う
ち
付
随
的
な
業
務

(

帳
票
の
梱
包
、
発
送)

に
従
事
す
る
時
間
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
三
時
間
と
す

る
。

７

以
下
、
略

２
〜
５

略

６

就
業
時
間

九
時
か
ら
一
八
時
ま
で

７

以
下
、
略

②

就
業
条
件
等
の
明
示
例

１

従
事
す
る
業
務
の
内
容

日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

業
務
。
作
成
す
べ
き
書
類
は
、
会
計
書
類
と
す
る
。
な
お
、

こ
の
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
一
分
間
六
〇
ワ
ー
ド
以

上
を
操
作
で
き
る
程
度
の
能
力
を
必
要
と
す
る
。

な
お
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

四
条
第
五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。

付
随
業
務
と
し
て
、
帳
票
を
打
ち
出
し
、
営
業
所
の
宛
先

別
に
仕
分
け
す
る
業
務
を
行
う
。

１

従
事
す
る
業
務
の
内
容

営
業
課
内
に
お
け
る
事
務
の
補

助
、
電
話
応
対
、
郵
便
物
の
仕
分
・
発
送
の
業
務

※

自
由
化
業
務
を
就
業
条
件
等
の
明
示
例
に
挙
げ
る
。

な
お
、
派
遣
期
間
に
つ
い
て
は

｢

平
成
二
二
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で

(

派
遣
可
能
期
間
の
制

限
に
抵
触
す
る
最
初
の
日

平
成
二
三
年
四
月
一
日)｣

と

例
示
。
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労働者派遣と複合業務問題

付
随
的
な
業
務
と
し
て
、
営
業
所
宛
て
に
当
該
帳
票
の
梱

包
、
発
送
の
業
務
を
行
う
。
ま
た
、
繁
忙
期

(

三
月
後
半)

に
は
、
所
属
部
署
内
の
電
話
応
対
の
業
務
あ
り
。

２
〜
５

略

６

就
業
時
間

九
時
か
ら
一
八
時
ま
で

…
…
付
随
的
な
業
務

(

帳
票
の
梱
包
、
発
送)

に
従
事
す

る
時
間
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
三
時
間
と
す
る
。

２
〜
５

略

６

就
業
時
間

九
時
か
ら
一
八
時
ま
で

７

以
下
、
略

７

以
下
、
略

③

派
遣
元
管
理
台
帳
の
記
載
例

１
〜
４

略

５

業
務
の
種
類

日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
業
務
。
作

成
す
べ
き
書
類
は
、
会
計
書
類
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
業
務

に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
一
分
間
六
〇
ワ
ー
ド
以
上
を
操
作

で
き
る
程
度
の
能
力
を
必
要
と
す
る
。

な
お
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

１
〜
４

略

５

業
務
の
種
類

営
業
課
内
に
お
け
る
事
務
の
補
助
、
電
話

応
対
、
郵
便
物
の
仕
分
・
発
送
の
業
務
。

※

自
由
化
業
務
を
派
遣
元
管
理
台
帳
の
記
載
例
に
挙
げ
る
。
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論 説

四
条
第
五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。

付
随
業
務
と
し
て
、
帳
票
を
打
ち
出
し
、
営
業
所
の
宛
先

別
に
仕
分
け
す
る
業
務
を
行
う
。

付
随
的
な
業
務
と
し
て
、
営
業
所
宛
て
に
当
該
帳
票
の
梱

包
、
発
送
の
業
務
を
行
う
。
ま
た
、
繁
忙
期

(

三
月
後
半)

に
は
、
所
属
部
署
内
の
電
話
応
対
の
業
務
あ
り
。

６
〜
11

略

12

就
業
状
況

○
月
○
日

(

月)

二
時
間
の
就
業
時
間
外
の
労
働

×
月
×
日

(

水)

カ
ゼ
に
よ
り
欠
勤

△
月
△
日(

木)

付
随
的
な
業
務(

帳
票
の
梱
包
、
発
送)

に
つ
い
て
、
九
時
〜
一
二
時
及
び
一
三

時
〜
一
三
時
三
〇
分
の
三
時
間
三
〇
分

就
業

13

以
下
、
略

６
〜
11

略

12

就
業
状
況

○
月
○
日

(

月)

二
時
間
の
就
業
時
間
外
の
労
働

×
月
×
日

(

水)

カ
ゼ
に
よ
り
欠
勤

13

以
下
、
略

④

派
遣
先
管
理
台
帳
の
記
載
例
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労働者派遣と複合業務問題

１
〜
４

略

５

業
務
の
種
類

日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
業
務
。
作

成
す
べ
き
書
類
は
、
会
計
書
類
と
す
る
。

な
お
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派

遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

四
条
第
五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。

付
随
業
務
と
し
て
、
帳
票
を
打
ち
出
し
、
営
業
所
の
宛
先

別
に
仕
分
け
す
る
業
務
を
行
う
。

付
随
的
な
業
務
と
し
て
、
営
業
所
宛
て
に
当
該
帳
票
の
梱

包
、
発
送
の
業
務
を
行
う
。

ま
た
、
繁
忙
期

(

三
月
後
半)

に
は
、
所
属
部
署
内
の
電

話
応
対
の
業
務
あ
り
。

６
〜
９

略

10

就
業
状
況

(

業
務
の
種
類
に
つ
い
て
、
令
第
四
条
第
五
号

事
務
用
機
器
操
作
に
従
事
し
た
時
間
数
を

｢

事
務
用
機
器
操

作
業
務｣

、
付
随
的
な
業
務
に
従
事
し
た
時
間
数
を

｢

付
随

的
な
業
務｣

と
す
る
。)

１
〜
４

略

５

業
務
の
種
類

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
資
料
、
業
績
管
理
資
料
、
会
議

用
資
料
等
の
作
成
業
務
。

(

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
条
第

五
号
事
務
用
機
器
操
作
に
該
当
。)

６
〜
９

略

10

就
業
状
況

(

業
務
の
種
類
に
つ
い
て
、
令
第
四
条
第
五
号

事
務
用
機
器
操
作
に
従
事
し
た
時
間
数
を

｢

事
務
用
機
器
操

作
業
務｣

と
す
る
。)
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四

ま
と
め
に
か
え
て

行
政
に
求
め
ら
れ
る

｢

社
会
の
常
識｣

に
沿
っ
た
行
動

複
合
業
務
の
問
題
に
言
及
し
た
裁
判
例
に
、
伊
予
銀
行
・
い
よ
ぎ
ん
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
事
件

(

松
山
地
判
平
成
一
五
・
五
・
二
二

労
判
八
五
六
号
四
五
頁)

が
あ
る
。

規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
は
、｢

規
制
改
革
・
民
間
開
放
の
推
進
に
関
す
る
第
二
次
答
申｣

(

二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
一
日)

論 説
(

就
業
日)

(

就
業
時
間)

(

休
憩
時
間)

◎
月
一
日

(

月)

九
時
〜
一
九
時

一
二
時
〜
一
三
時

(
事
務
用
機
器
操
作
業
務：

九
時
間

(

時
間
外
労
働
一
時
間

を
含
む
。))

◇
月
二
日

(
火)

九
時
〜
一
八
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：

八
時
間)

●
月
三
日

(

水)

九
時
〜
一
八
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：
八
時
間)

△
月
△
日

(

木)

九
時
〜
一
八
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：

四
時
間
三
〇
分
、
付
随
的
な
業

務

(

梱
包
、
発
送)：

三
時
間
三
〇
分)

11

以
下
、
略

(

就
業
日)

(

就
業
時
間)

(

休
憩
時
間)

◎
月
一
日

(

月)

九
時
〜
一
九
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：

九
時
間

(

時
間
外
労
働
一
時
間

を
含
む
。))

◇
月
二
日

(

火)

九
時
〜
一
八
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：

八
時
間)

●
月
三
日

(

水)

九
時
〜
一
八
時

一
二
時
〜
一
三
時

(

事
務
用
機
器
操
作
業
務：

八
時
間)

11

以
下
、
略
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に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
を
厚
生
労
働
省
と
協
議
す
る
に
当
た
っ
て
、
当
初
そ
の
判
決
文
を
引
用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、
判
決

が
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

(

当
時
は
控
訴
中

(

�))

こ
と
を
理
由
に
、
同
省
が
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の

引
用
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

判
決
は
、
そ
う
し
た
曰
く
付
き
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
複
合
業
務
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た

(

�)(

な
お
、
原
告

は
、
事
務
用
機
器
操
作
の
業
務
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
被
告
銀
行
に
派
遣
さ
れ
て
い
た)

。

右
の
判
示
部
分
に
い
う

｢

当
該
業
務
と
密
接
に
関
連
し
、
そ
の
遂
行
の
た
め
不
可
欠
又
は
必
要
な
業
務
、
あ
る
い
は
当
該
業
務
に
密

接
に
関
連
す
る
と
は
い
え
な
く
と
も
、
業
務
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
維
持
を
含
め
て
必
要
な
関
連
性
の
あ
る

業
務｣

が
、
二
六
業
務
の

｢

付
随
業
務｣

を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

労働者派遣と複合業務問題

本
来
、
派
遣
対
象
業
務
以
外
の
業
務
を
行
う
こ
と
は
派
遣
法
の
予
定
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

[

が]

、
当
該
業
務
と
密
接
に
関
連

し
、
そ
の
遂
行
の
た
め
不
可
欠
又
は
必
要
な
業
務
、
あ
る
い
は
当
該
業
務
に
密
接
に
関
連
す
る
と
は
い
え
な
く
と
も
、
業
務
の
円
滑

な
遂
行
の
た
め
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
維
持
を
含
め
て
必
要
な
関
連
性
の
あ
る
業
務
な
ど
は
、
派
遣
労
働
者
に
お
い
て
行
う
こ
と

が
必
要
な
業
務
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
原
告
が
行
っ
て
き
た
業
務
の
う
ち
、
メ
ー
ル
便
処
理
業
務
の
一
部

(

取
立
手
形
や
振
込
書
類

通
知
書
の
発
送
、
文
書
為
替
や
雑
為
替
の
送
付
な
ど)

、
コ
ピ
ー
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
操
作
、
来
客
接
待
等
は
、
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
端
末
操
作
に
直
接
関
わ
ら
な
い
郵
便
物
の
発
受
、
公
務
員
給
与
の
袋
入
れ
作
業
、
大
口
集
金
先
へ
の
同
行
、
顧
客

獲
得
の
た
め
の
セ
ー
ル
ス
業
務
な
ど
は
、
上
記
に
よ
り
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
も
の
で
、
派
遣
労
働
者
が
行
う
こ
と
は
本
来

予
定
さ
れ
て
い
な
い
対
象
外
業
務
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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五
号
業
務
の
場
合
、
そ
の
範
囲
を
判
決
の
い
う
よ
う
に
、
一
定
の
文
書
の
発
送
や
送
付
の
ほ
か
、｢

コ
ピ
ー
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
操
作
、

来
客
接
待
等｣

に
つ
い
て
ま
で
拡
げ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
も
あ
ろ
う
が
、
お
茶
く
み
は
ダ
メ
、
電
話
応
対
も
不
要
と
い
う
の
で

は
、
業
務
の
円
滑
な
遂
行
は
到
底
期
待
で
き
な
い
し
、
人
間
関
係
も
維
持
で
き
な
い
。

で
き
る
こ
と
は
確
実
に
実
行
を
求
め
る
も
の
の
、
で
き
な
い
こ
と
は
決
し
て
無
理
強
い
し
な
い
。

法
令
の
前
に
ま
ず
常
識
が
あ
る
。
行
政
に
は
今
、
そ
う
し
た
法
令
以
前
の

｢

社
会
の
常
識｣

に
沿
っ
た
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

筆
者
は
こ
う
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

(

�)

景
気
動
向
指
数
に
は
、C

o
m

p
o

site
In

d
e

x
(

Ｃ
Ｉ)

とD
iffu

sio
n

In
d
e

x
(

Ｄ
Ｉ)

が
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
と
Ｄ
Ｉ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
景
気
に

対
し
先
行
し
て
動
く
先
行
指
数
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
動
く
一
致
指
数
、
お
よ
び
遅
れ
て
動
く
遅
行
指
数
の
三
本
の
指
数
が
あ
り
、
景
気
の
現
状

把
握
に
は
一
致
指
数
が
利
用
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｃ
Ｉ
は
、
主
と
し
て
景
気
変
動
の
大
き
さ
や
テ
ン
ポ

(

量
感)

を
測
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
以
上
、
内
閣
府

｢

景
気
動
向
指
数
の
利
用
の
手
引｣

に
よ
る
。

(

�)

た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
九
月
分
の
基
調
判
断
に
お
い
て
は

｢

Ｃ
Ｉ
一
致
指
数
の
三
ヶ
月
後
方
移
動
平
均
の
前
月
差
が
一
七
ヶ
月
振
り
に

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
お
り
、
足
踏
み
の
動
き
も
み
ら
れ
る｣

こ
と
が
付
記
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
分
の
基
調
判
断
で
は
、｢

景
気
動
向
指
数

(

Ｃ
Ｉ
一
致
指
数)

は
、
足
踏
み
を
示
し
て
い
る｣
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

｢

改
善｣

が

｢

足
踏
み｣

に
変
更
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

(

�)

小
嶌

｢

政
府
の
失
敗
に
よ
る
派
遣
労
働
者
の
減
少｣

『

月
刊
人
材
ビ
ジ
ネ
ス』

二
〇
一
〇
年
一
一
月
号
一
二
頁
以
下
、
一
五
頁

(

※
１)

を
併
せ
参
照
。

(

�)

な
お
、
こ
の
間
に
調
査
対
象
事
業
所
数
も
、
五
三
八
事
業
所(
二
〇
〇
九
年)

か
ら
五
二
九
事
業
所(

二
〇
一
〇
年)

に
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
多
く
は
事
業
譲
渡
や
事
業
の
縮
小
に
伴
う
事
業
所
閉
鎖
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
は
よ
り
深
刻
と
も
い
え
る
。

(

�)

以
上
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
小
嶌

『

労
働
市
場
改
革
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン』

(

東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
一
年)

第
三
部

｢

逆
風
の
な
か

で
明
日
を
考
え
る｣

を
参
照
。

(

�)

な
お
、｢

疑
義
応
答
集｣

が
公
表
を
み
た
二
〇
一
〇
年
五
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
長
妻
昭
厚

生
労
働
大
臣

(

当
時)

は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

(

大
臣
の
発
言
中

｢

質
疑
応
答
集｣

と
あ
る
の
は
、｢

疑
義
応
答

論 説
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集｣

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る)

。

○
長
妻
国
務
大
臣

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
、
専
門
二
十
六
業
務
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
業
務
か
と
い
う
の
は
、
規
定
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
御
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
と
し
の
二
月
八
日
に
通
知
を
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
こ
の
二
十
六
業
務
に
つ
い
て
の
解
釈
を
詳
細
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
事
務
用
機
器
操
作
に
つ
い
て
は
、｢

文

書
作
成
ソ
フ
ト
を
用
い
、
文
字
の
入
力
の
み
な
ら
ず
、
編
集
、
加
工
等
を
行
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
考
え
な
が
ら
文
書
を
作
成
す
る
業
務｣

な
ど
な
ど
、
そ
う
い
う
数
項
目
に
及
ぶ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
定
の
定
義
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
こ
と
し
の
三
月
及
び
四
月
に
、
全
国
で
八
百
九
十
一
件
の
指
導
監
督
を
実
施
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
違
反
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企
業
か
ら
の
個
別
の
問
い
合
わ
せ
と
い
う
の
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
今

月
の
二
十
六
日
に
、
質
疑
応
答
集
と
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
応
答
集
を
ま
と
め
ま
し
て
、
都
道
府
県
の
労
働
局
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
質
疑
応
答
集
を
踏
ま
え
て
派
遣
元
事
業
所
や
派
遣
先
で
対
応
い
た
だ
け
れ
ば
、
法
違
反
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
一
定
の
解
釈
と

い
う
の
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
広
く
周
知
し
て
、
適
正
に
専
門
二
十
六
業
務
派
遣
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
き
た

い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
質
疑
応
答
集
は
、
本
日
の
朝
十
時
に
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
い
た
し
ま

し
た
。

(

以
上
、
第
一
七
四
回
国
会
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
議
録
第
二
四
号
か
ら
引
用)

(

�)

な
お
、
同
趣
旨
の
説
明
は
、
適
用
対
象
業
務
が
一
六
業
務
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
既
に
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
労
働
省
職
業
安
定

局
編

『

改
訂

Ｑ
＆
Ａ

労
働
者
派
遣
法』

(

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
一
年)

四
九
頁
を
参
照
。

(

�)

な
お
、
適
用
対
象
業
務
に
関
す
る
規
定
は
、
当
時
、
派
遣
法
施
行
令
二
条
に
置
か
れ
て
い
た

(

た
と
え
ば
、
事
務
用
機
器
操
作
の
業
務

は
、
同
条
二
号
に
規
定)

。

(

�)

一
九
九
九
年
の
派
遣
法
改
正
に
至
る
ま
で
、
通
達

(

労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領)

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
に
代
わ
る
解
説
書

『

実
務
解
説』

が
労
働
省
職
業
安
定
局
の
編
著
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、『

実
務
解
説』

の

内
容
が
通
達
と
ほ
ぼ
一
致
す
る

(

文
体
の
み
を
変
更)

こ
と
が
判
明
し
た
の
も
、
法
改
正
後
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

(

�)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
規
制
改
革
委
員
会

｢

規
制
改
革
に
つ
い
て
の
見
解｣

(

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
二
日)

を
参
照
。

(

�)

な
お
、
規
制
改
革
委
員
会
は
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
六
日
の

｢

規
制
改
革
に
関
す
る
論
点
公
開｣

に
お
い
て
、
後
に

｢

見
解｣

の
な
か

労働者派遣と複合業務問題
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で
示
す
こ
と
に
な
る
も
の
と
同
趣
旨
の
意
見
を
、
既
に
委
員
会
の
意
見
と
し
て
表
明
し
て
い
た
。

(

�)

な
お
、
同
趣
旨
の
要
望
は
、(

社)

日
本
人
材
派
遣
協
会
の
ほ
か
、(

社)

関
西
経
済
連
合
会
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

(
�)

な
お
、｢

三
か
年
計
画

(

再
改
定)｣

と

｢

第
二
次
答
申｣

と
の
内
容
上
の
違
い
は
、
同
答
申
の
末
尾
に
あ
る

｢

周
知
す
べ
き
で
あ
る｣

が
｢

周
知
す
る｣

に
、
そ
の
表
現
が
改
め
ら
れ
た
と
い
う
点
以
外
に
は
な
か
っ
た
。

(

�)
な
お
、
大
阪
労
働
局
が

｢

Ｑ
＆
Ａ｣

に
つ
い
て
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、｢

製
造
現
場
で
の
製
造
等｣

を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

(

�)

な
お
、｢
疑
義
応
答
集｣

が

｢

派
遣
労
働
者
が
自
発
的
に
専
門
二
六
業
務
と
関
係
な
い
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
派
遣

先
が
そ
れ
を
黙
認
し
て
い
る
場
合｣

に
は
、
一
般
に

｢

そ
の
他
業
務｣

に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
、
電
話

応
対
等
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
し
か
な
す
術
が
な
く
な
る
。
極
端
に
も
程
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(

�)

二
〇
一
〇
年
三
月
二
五
日
付
け
で
、(

社)

日
本
人
材
派
遣
協
会
会
長
が
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
需
給
調
整
事
業
課
長
宛
に
提
出
し

た

｢

専
門
二
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン
等
に
係
る
立
入
検
査
等
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

(

要
望)｣

を
参
照
。
な
お
、
本
要
望
書
の
内
容

は
、
労
働
調
査
会
が
そ
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト
で
提
供
し
て
い
る
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

｢

労
働
あ
・
ら
・
か
る
と｣

の
な
か
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
木
村
大
樹

｢

労
働
局
の
需
給
調
整
指
導
官
た
ち
は
そ
の
権
限
を
適
正
に
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
か｣

(

二
〇
一
〇
年
四
月)

を
参
照
。
な
お
、
同

『

派
遣
と
請
負』

(

労
働
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
年)

七
九
頁
以
下
を
併
せ
参
照
。

(

�)

た
だ
し
、｢

決
め
ら
れ
た
時
期

(

繁
忙
期)
に
し
か
電
話
に
出
な
い｣

こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ど
、
そ
の
内
容
が

｢

著
し
く
リ
ア
リ
テ

ィ
に
欠
け
る｣

と
い
う
問
題
は
あ
っ
た
。
小
嶌

『

職
場
の
法
律
は
小
説
よ
り
奇
な
り』

(

講
談
社
、
二
〇
〇
九
年)

一
三
一
頁
を
参
照
。

(

�)

な
お
、
五
号
業
務
に
つ
い
て
も
、
業
務
内
容
の
例
示
が

｢
適
正
化
プ
ラ
ン｣

や

｢

疑
義
応
答
集｣

の
指
示
に
即
し
た
も
の
に
変
更
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
。

(

�)

な
お
、
本
件
は
、
そ
の
後
、
高
裁
判
決

(

高
松
高
判
平
成
一
八
・
五
・
一
八
労
判
九
二
一
号
三
三
頁)

を
経
て
、
最
高
裁
の
上
告
棄
却

・
不
受
理
決
定

(

最
二
小
決
平
成
二
一
・
三
・
二
七
労
判
九
九
一
号
一
四
頁)

と
い
う
形
で
確
定
を
み
た
。

(

	)

な
お
、
以
下
の
判
示
部
分
に
つ
い
て
は
、
高
裁
判
決
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
こ
と
を
判
決
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。

(


)

な
お
、
そ
の
よ
う
な
常
識
的
対
応

(

行
き
過
ぎ
た
指
導
の
改
善
等)

を
行
政
に
求
め
る
も
の
と
し
て
、
愛
知
県
経
営
者
協
会

｢

専
門
二

六
業
務
派
遣
の
適
正
化
指
導
に
対
す
る
本
会
の
要
望｣

(

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
八
日)
を
参
照
。

論 説


